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　12月12日、吾平町名主交差点
で下名ソフトボールスポーツ少年
団が交通安全キャンペーンを行い
ました。
　このキャンペーンは、毎年年末
年始の交通事故防止運動期間中
に行っているもので、今年で9年
目。子どもたちによる交通安全へ
の願いを込めたメッセージと飴を
ドライバーに手渡し、交通安全を
呼びかけました。

　11月12日に開催された「KKB小
学生陸上フェスタ2011」の駅伝
競走の部で優勝した西原ジュニア
ランニングクラブが、12月26日
市役所を表敬訪問しました。
　3月には県の代表として大阪府
で行われる「全国小学生クロスカ
ントリーリレー研修大会」に出
場。主将の井上竜くんは「次の走
者に少しでも早くつなげるよう頑
張りたい」と話してくれました。

西原ＪＲＣ
駅伝競走県大会で優勝

　12月21日、統計調査に対する
国及び県の功績者への授与式が行
われました。受賞者は次のとおり
です。
●総務大臣表彰者
　牧原 登貴子さん、石倉 喜代子
　さん、山下 和人さん
●県統計協会会長表彰者
　池水 えり子さん、木佐貫 洋江
　さん、東 正道さん、宝来 武志
　さん、𠮷岡 逸子さん

交通安全へ交通安全へ
願いを込めて願いを込めて

※　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。
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　『鹿屋市空き家等の適正管理に関する条例（案）』、　『鹿屋市情報化計画（案）』及び『第３期鹿屋市障害福
祉計画（案）』について、案の段階で公表します。多くの皆さんからのご意見をお待ちしています。

●計画案の名称、目的、意見公募期限、問い合わせ

市民の皆さんからのご意見をお聴かせください市民の皆さんからのご意見をお聴かせください

鹿屋 吾平 平成23年度統計功績
者表彰を受賞

　新春の夜空を焦がす「鬼火焚
き」が、市内の各地区で行われま
した。
　鬼火焚きは、モウソウ竹などで
組み上げたやぐらを、正月を飾っ
た「しめ縄」や「門松」などと一
緒に燃やす九州地方に昔から伝わ
る伝統行事で、今年１年の無病息
災などを祈願するものです。竹の
威勢よくはじける「パーン、パー
ン」という大きな音が邪気を払
い、その炎に暖まれば１年を健康
に過ごせると言われています。
　市内では、それぞれの町内会や
親子会などで「鬼火焚き」が行わ
れ、新春の夜空に向けて大きく燃
え上がる炎を前に、参加者全員で
今年１年間の無病などを願いまし
た。

●鹿屋地区
　 川西町青年団、仮屋自治会、
　高隈中央地区子ども会育成会、
　獅子目親子会、下祓川町内会、
　郷之原親子会、池園町内会
●吾平地区
　 神野町内会、鶴峰東町内会、
　 鶴峰中地区町内会、鶴峰西町内
会、下名東町内会井神島班

●輝北地区
　 浦谷地区むらづくり実行委員会、
一番郷・二番郷・愛宕子ども
会、竹下子ども会

●串良地区
　 柳谷町内会、上小原校区子ども
会育成会、城ケ崎町内会、

　 岡崎上町内会、岡崎下むらづく
り推進委員会

鬼火焚きで今年１年の無病息災を願う

名　　称 計画等（案）の目的 意見公募期限 問い合わせ・応募先

鹿屋市空き家等の
適正管理に関する条例（案）

生活環境の保全及び安全・安心なまちづく
りの推進に寄与することを目的に所有者に
対して空き家等を適正に管理してもらうた
めの条例を制定するもの。

2月 10 日（金）

〒893-8501 鹿屋市共栄町 20-1
市総務課（3階）
☎ 0994-31-1127　℻ 0994-42-2001
E ﾒｰﾙ：soumu@e-kanoya.net

鹿屋市情報化計画（案）

鹿屋市総合計画の基本目標「快適な生活を
支えるまちづくり」の実現のため、情報提
供の充実等による住民生活の向上や業務の
効率化・高度化による住民サービスの向上
を目指し策定するもの。

2月 27 日（月）

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20-1
市情報行政課（5階）
☎ 0994-31-1135　℻ 0994-40-3020
Ｅﾒｰﾙ：jyouhou@e-kanoya.net

第 3 期鹿屋市障害福祉計画
（案）

障害者自立支援法に基づき、鹿屋市障害者
基本計画に定める施策のうち、障害福祉
サービス等について、平成 24 ～ 26 年度の
数値目標等を定めた計画を策定するもの。

３月 2日（金）

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20-1　
市福祉政策課（1階⑲番窓口）
☎ 0994-31-1113　℻ 0994-44-2494
Ｅﾒｰﾙ：hukushi@e-kanoya.net

●閲覧場所
　市ホームページ、各担当課、情報公開室、各総合支所、各出張所、
　各サービスコーナー
●提出方法
　直接持参、郵送、FAX又は Eメールで提出してください。
　※意見提出用紙は、市ホームページ及び閲覧場所にあります。
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▲上・下   郷之原親子会


